
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
五
号
）

三
〇
（
七
四
二
）

景
気
循
環
の
　
モ
デ
ル

ヒ司

野
　
　
正

１皿皿ｗＶＭｗｗ

序
景
気
循
鴉
モ
デ
ル
の
仮
定

均
衡
経
路
と
不
均
衡
累
積
過
程

労
働
供
給
の
制
約

実
質
賃
金
率
の
下
限
の
制
約

景
気
の
底

パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
相
対
関
係

ま
と
め

１
　
序

　
本
稿
は
目
胃
８
｛
１
１
置
塩
的
投
資
函
数
を
基
礎
に
し
た
完
結
し
た
景
気
循
環
モ
デ
ル
の
構
成
を
目
的
に
し
て
い
石
。
本
稿
の
循
環
モ

デ
ル
に
お
け
る
経
済
変
数
は
設
備
の
蓄
積
率
～
稼
動
率
～
廃
棄
率
、
利
潤
率
～
実
質
賃
金
率
～
貯
蓄
率
、
失
業
率
で
あ
り
、
各
変
数

間
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
は
置
塩
〔
１
〕
、
〔
２
〕
に
よ
っ
て
い
る
。
た
だ
本
稿
で
は
一
部
門
モ
デ
ル
で
あ
る
か
ら
生
産
財
・
消
費
財

の
両
部
門
間
の
関
係
を
扱
わ
ず
、
労
働
生
産
性
は
循
環
を
通
じ
て
一
定
と
仮
定
し
た
。
又
、
景
気
の
下
方
過
程
、
底
に
お
い
て
、
実

質
賃
金
率
の
上
昇
↓
利
潤
率
の
下
落
に
よ
っ
て
、
倒
産
か
、
新
技
術
の
率
先
的
導
入
か
を
強
制
さ
れ
る
と
い
う
投
資
・
廃
棄
態
度
は
、



技
術
進
歩
を
捨
象
し
、
又
一
般
的
定
式
化
が
困
難
な
た
め
に
、
扱
わ
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
本
稿
で
は
景
気
の
底
を
下
支
え
さ
せ
る

た
め
に
資
本
家
の
基
礎
消
費
を
想
定
し
た
が
、
そ
の
際
均
衡
経
済
に
お
げ
る
諸
変
数
の
一
定
性
を
確
保
す
る
た
め
に
基
礎
消
費
は
労

働
供
給
増
加
率
と
同
率
で
増
加
す
る
と
仮
定
し
た
。

　
本
稿
と
曽
胃
８
ｐ
□
３
〕
、
□
４
〕
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
均
衡
経
路
の
不
安
定
性
の
基
礎
を
な
す
投
資
函
数
を
取
入
れ
、
景
気

の
上
下
反
転
に
関
す
る
議
論
を
明
確
に
し
、
Ｑ
§
～
ｐ
に
よ
る
長
期
的
傾
向
運
動
に
っ
い
て
も
ふ
れ
た
。
た
だ
、
労
働
供
給
と
同
率

で
増
加
す
る
基
礎
消
費
を
仮
定
し
た
た
め
に
、
Ｐ
Ｖ
Ｐ
の
ヶ
－
ス
を
扱
え
な
く
な
っ
て
い
る
。

１
１

景
気
循
藻
モ
デ
ル
の
仮
定

　
資
本
家
の
投
資
態
度
を
主
な
原
因
と
す
る
景
気
循
環
モ
デ
ル
を
作
る
た
め
に
若
干
の
簡
単
化
の
仮
定
を
お
こ
う
。
ま
ず
総
需
要
に

っ
い
て
、
労
働
者
の
貯
蓄
を
無
視
す
れ
ば
労
働
者
の
消
費
需
要
は
実
質
賃
金
率
を
宍
ｖ
チ
一
、
雇
用
量
を
ｗ
と
す
れ
ば
ふ
、
資

本
家
の
基
礎
的
消
費
需
要
五
は
一
定
率
れ
で
増
加
す
る
と
し
、
粗
投
資
を
１
と
し
、
総
供
給
量
を
ツ
と
す
れ
ぼ
、
需
給
一
致
条
件
は

　
　
　
　
ｋ
ｌ
Ｉ
完
≧
十
ト
十
Ｈ
　
ト
川
ミ
ト
ー
ー
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｅ

で
あ
る
。
生
産
技
征
条
件
と
し
て
、
産
出
係
数
（
資
本
係
数
の
逆
数
）
を
一
定
ｏ
と
し
、
設
備
の
稼
動
率
６
の
如
何
を
問
わ
ず
労
働
生

産
性
（
く
≧
）
も
一
定
と
す
れ
ぼ

　
　
　
　
、
１
１
亭
｛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
）

　
　
　
　
暑
１
１
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§

と
た
る
。
こ
こ
で
Ｋ
は
資
本
ス
ト
ッ
ク
量
。

　
　
　
景
気
循
環
の
一
モ
デ
ル
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
（
七
四
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
五
号
）

　
資
本
家
の
供
給
態
度
と
し
て
稼
動
率
６
は
利
潤
率
７
の
増
加
函
数
と
す
れ
ぼ

　
　
　
　
軸
１
１
只
、
）
　
　
～
、
Ｖ
◎

　
　
　
　
、
川
（
ｋ
１
完
考
）
＼
声

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
廃
棄
率
を
刃
と
す
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
Ｒ

質実と率棄廃
備
率

設
金

　
賃

－図

で
あ
る
。
～
は
正
常
稼
動
率
。

　
労
働
供
給
量
凡
ば
一
定
率
〃
で
増
加
し
、

　
　
　
　
≠
…
暑
＼
き
１
１
§
Ｖ
◎

三
　
　
　
暑
Ｖ
考

で
あ
る
。

　
以
上
で
モ
デ
ル
は
完
結
し
て
い
る
の
で
整
理
す
る
。

三
二
（
七
四
四
）

一
と

一
閉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
は
実
質
賃
金
率
五
の
増
加
函
数
で
あ
る
（
図
－

　
参
照
）
。
Ｒ
が
見
以
下
の
場
合
～
１
１
◎
、
す
な
わ
ち
一
旦
廃
棄
さ
れ
た
設
備
の
再
稼
動
は
無
視
し
よ

　
う
。
そ
う
す
る
と

　
　
　
　
　
肉
１
－
Ｈ
１
六
完
）
宍
　
　
、
、
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
¢
）

で
あ
る
。
資
本
家
の
投
資
態
度
と
し
て
自
◎
冒
己
－
置
塩
型
の
投
資
函
数
を
と
れ
ぱ

　
　
　
　
　
～
皿
湊

　
　
　
　
　
内
１
１
も
（
～
１
戸
）
　
　
ｂ
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
（
べ
）

８
は
蓄
積
率
。

　
　
　
　
　
皿
、
皿
節
で
は
労
動
供
給
は
制
約
さ
れ
な
い
と
す
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
◎
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
り
）

）
、
　
　
）
、
　
　
）
、

１
　
　
　
２
　
　
　
３

（
　
　
　
　
（
　
　
　
　
（

）
４
よ
り

（



　
　
　
　
ｑ
（
Ｈ
１
完
Ｎ
）
只
、
）
１
１
内
十
べ

　
　
　
　
暑
…
ト
＼
宍

で
あ
る
。
こ
れ
と
旬
よ
り

　
　
　
　
、
１
１
灼
十
べ
１
１
ｑ
（
］
ｌ
Ｉ
お
Ｎ
）
～
（
、
）

を
得
る
。
こ
こ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
、
助
　
、

　
　
　
　
異
向
、
川
割
．
↓
〈
Ｈ

を
仮
定
す
れ
ば
、
帥
よ
り

　
　
　
　
氏
Ｈ
肉
（
、
）
　
　
完
バ
◎

　
　
注
１

を
得
る
。
又
ゆ
、
¢
◎
よ
り

　
　
　
　
暑
１
ー
ミ
十
、
（
完
）
１
内

と
な
る
。
¢
◎
～
岬
を
ま
と
め
れ
ば

８亘冨冨ｇ

を
得
る
。
ら
に
お
げ
る
但
し
書
き
の
条
件
が
充
さ
れ
な
い
場
合
に
っ
い
て
は
Ｖ
，
Ｖ
，
Ｍ
節
で
扱
う
。

　
　
注
１
　
こ
の
仮
定
の
根
拠
に
っ
い
て
は
、
北
野
〔
５
〕
を
参
照
。
胸
、
陶
は
総
資
本
の
行
動
態
度
で
あ
り
個
別
資
本
の
そ
れ
の
合
成
結
果
と
し

　
　
　
景
気
循
環
の
一
モ
デ
ル
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
（
七
四
五
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
（
七
四
六
）

て
成
り
立
つ
。
粗
利
潤
が
正
な
ら
完
全
稼
動
さ
せ
る
、
と
い
う
競
争
的
企
業
か
ら
成
る
経
済
の
場
合
、
短
期
に
お
い
て
総
供
給
を
増
加
さ

せ
る
為
に
は
（
６
を
上
昇
さ
せ
る
に
は
）
実
質
賃
金
率
を
下
落
さ
せ
ざ
る
を
得
ず
、
従
っ
て
利
潤
率
も
上
昇
す
る
。
労
働
生
産
性
一
定
と

し
た
我
々
の
く
◎
宗
一
で
胸
を
得
る
た
め
に
は
¢
劣
が
必
要
と
な
る
。
胸
、
但
勾
に
つ
い
て
の
疑
問
に
つ
い
て
は
滝
田
〔
６
〕
。

ＩＩＩ

均
衡
経
路
と
不
均
衡
累
積
過
程

　
ま
ず
ら
に
お
げ
る
均
衡
経
路
の
存
在
を
確
か
め
る
。

　
　
　
　
灼
１
１
◎
↓
～
１
１
只
～
）
１
１
～
さ
　
べ
十
内
１
１
～

　
　
　
　
と
１
１
◎
↓
ミ
ー
的
十
、
（
完
（
、
）
）
１
１
◎

こ
れ
よ
り
均
衡
値
は

　
　
　
　
オ
ー
－
完
（
～
）
１
１
戸
　
　
　
　
但
　
却
Ｖ
許
巨
と
す
る
。
Ｗ
を
参
照
の
事
。

　
　
　
　
、
１
１
宍
戸
）
１
１
戸

　
　
　
　
内
１
１
§
十
戸
１
１
穿

　
　
　
　
べ
１
１
、
＊
１
内
＊
１
１
崇
弗

と
唯
一
つ
存
在
す
る
。
以
上
よ
り
均
衡
点
が
労
働
供
給
の
制
約
を
受
げ
な
い
条
件
は
、

峡
・
峠
－
ミ
ぷ

８§夏

ゆ
の
両
辺
を
五
で
割
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨

次
に
＆
の
運
動
を
み
る
。
帥
を
全
徴
分
し
て



‘

ｇ

●

●
　
　
●

、
、
～
暑
十
（
＼
、
ｌ
Ｈ
）
～
灼
１
１
◎

－
一
く
聡
」
小
く
・

ｘ

図相位の＆２図
、
、
川
、

　
　
Ｑ
＋
、

●

§
〃
　
～
完

１
１
～
完

．
寺〈
◎

三
一
戸
ｈ
デ
一
ダ
一
一
じ
・
一
～
一
一
干
い
麦
一

と
非
線
型
常
微
分
方
程
式
系
に
な
る
の
で
定
理
ｏ
。
・
ｃ
。
（
占
部
〔
７
〕
一

　
　
　
　
１
。
　
勺
（
－
）
は
連
続

　
　
　
　
２
。
　
、
（
ｅ
）
１
Ｉ
ｏ

　
　
　
　
３
◎
　
任
意
の
・
。
Ｖ
◎
に
対
し
て
～
Ｖ
◎
を
と
る
と
、
一
主
二
皇
１
〈
～
な
ら
ば
、

　
　
　
　
司
（
ぎ
）
１
勺
（
ぷ
）
一
１
１
亙
（
、
、
Ｉ
Ｈ
）
ド
十
、
、
ぶ
）
－
“
（
（
～
、
－
Ｈ
）
宇
十
～
、
“
）
一

　
　
　
景
気
循
環
の
一
モ
デ
ル
（
北
野
）

８

以
上
よ
り
｛
の
位
相
図
は
図
２
と
な
る
。

　
ら
の
均
衡
点
の
安
定
性
を
検
討
す
る
た
め
に
均
衡
点
近
傍
で
一
次
近
似
す
れ
ば
、

　
　
　
　
内
十
、
｛
戸
十
助
、
半
（
内
十
と
ー
～
）
１
戸
｝
１
ｌ
ｂ
～
、
＊
（
内
十
べ
１
～
）

　
　
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亘

　
　
　
　
と
十
ミ
ー
灼
十
戸
十
、
、
半
（
内
十
暑
－
、
共
）

と
な
る
。
、
川
内
－
内
さ
　
～
川
べ
１
ぷ
と
お
げ
ば
剛
は

　
　
　
　
ｋ
１
Ｉ
ｂ
》
、
＊
（
｝
十
Ｎ
）

　
　
　
　
～
１
－
（
～
十
と
米
）
｛
（
、
、
半
－
Ｈ
）
ｋ
＋
＼
、
半
～
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
・
亀
）
を
用
い
る
。
吻
の
右
辺
第
２
項
を
貝
■
）
と
お
げ
ば
、

三
五
（
七
四
七
）

』



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
（
七
四
八
）

　
　
　
　
　
　
　
〈
；
、
ｌ
Ｈ
二
今
ざ
－
合
星
十
－
、
二
～
～
－
ぷ
ｊ

　
　
　
　
　
　
　
〈
；
、
１
号
；
「
星
土
～
「
圭
｝
±
～
、
葛
下
－
豊

　
　
　
　
　
　
　
…
ハ
｛
－
、
１
三
十
Ｎ
；
、
；
黒
ｑ
一
－
ｋ
」
十
亙
－
１
“
一
｝

　
　
　
　
　
　
　
帆
。
。
百
－
１
ぷ
一
　
　
　
　
一

　
　
・
．
・
助
１
１
。
・
＼
…
、
－
Ｈ
一
十
更
、
二
と
と
れ
ば
、
（
冒
）
は
３
◎
　
も
満
足
す
る
。
す
る
と
的
の
特
性
根
を
求
め
れ
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
℃
－
§
、
＊
　
　
　
１
遵
、
＊

　
　
　
　
具
℃
）
１
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
ｌ
（
、
、
＊
Ｉ
Ｈ
）
ぷ
　
勺
１
、
、
半
ざ

　
　
　
　
　
　
１
１
勺
、
１
（
凄
、
半
十
、
、
冬
共
）
℃
十
蔦
、
冬
＊
１
１
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔓

こ
れ
よ
り
特
性
根
の
実
部
は
同
符
号
で
あ
り
、
そ
の
符
号
は
一
次
の
係
数
の
符
号
に
依
存
す
る
。
す
な
わ
ち
、
何
を
考
慮
す
れ
ば

　
　
　
　
撃
・
麦
－
撃
・
恥
泰
洲
一
－
一
一
一
・
、
迂
享
　
　
　
　
　
　
　
ｇ

と
た
る
か
ら
、
こ
の
係
数
の
符
号
と
各
バ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
関
係
は
表
１
の
よ
う
に
な
る
。
凄
、
共
十
～
、
冬
米
Ｖ
◎
で
あ
れ
ば
ｏ
、
の
二
根
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
部
は
正
で
あ
り
、
体
系
＆
の
均
衡
点
は
不
安
定
に
た
る
。
負
の
場
合
は
均
衡
点
は
安
定
で
あ
る
。

－
メラパ各－表

の亀
と
性一

定

タ
安

表
１
よ
り
ガ
が
大
き
い
程
、
す
な
わ
ち
稼
動
率
の
変
化
に
対
す
る
蓄
積
率
の
反
応
の
程
度
が
大
き

い
程
均
衡
点
は
不
安
定
に
な
る
。
れ
が
大
き
い
程
、
即
ち
利
潤
率
の
変
動
に
対
す
る
稼
動
率
の
反

応
が
大
き
い
程
、
蓄
積
率
の
反
応
が
大
き
く
な
り
、
又
、
実
質
賃
金
率
の
下
落
は
ゆ
る
や
か
に
な

り
超
過
需
要
を
強
め
る
方
向
に
作
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
均
衡
点
を
不
安
定
に
さ
せ
る
。
心
が
大



き
い
程
需
給
変
化
に
対
す
る
廃
棄
率
の
対
応
に
ょ
る
供
給
側
の
調
整
作
用
が
大
き
い
事
を
意
味
す
る
か
ら
均
衡
点
を
安
定
化
さ
せ
る
。

仏
が
大
き
い
程
総
需
要
に
占
め
る
資
本
家
の
基
礎
消
費
の
比
重
が
大
き
い
事
を
意
味
し
、
こ
れ
は
一
定
率
で
安
定
的
に
増
加
す
る
と

仮
定
し
て
い
る
か
ら
投
資
需
要
の
変
化
に
よ
る
均
衡
点
か
ら
の
撹
乱
の
効
果
を
減
殺
す
る
。
以
下
で
は
均
衡
点
が
不
安
定
な
場
合
を

扱
か
う
こ
と
に
し
、

　
　
　
　
凄
、
＊
十
＼
、
冬
栄
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨

と
仮
定
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
で
ら
に
お
げ
る
Ｒ
の
運
動
、
従
っ
て
プ
、
６
の
運
動
を
み
て
お
く
。
ｏ
、
陶
よ
り

ｇ
池
く
◎
一

従
っ
て

動運のＲるけおに＆３図

、
〈
〇
一
∴
｝
Ｖ
◎

　
　
　
　
、
１
１
～
１
１
内
十
べ
１
Ｉ
ｑ
（
Ｈ
１
完
仁
）
只
～
）
ｔ
内
１
１
◎

で
あ
る
か
ら
図
３
で
内
１
１
０
直
線
上
で
は
完
１
１
芦
　
よ
っ
て
、
１
１
、
さ
軸
１
１
～
さ
、
１
１
戸
で
あ

り
、
こ
の
直
線
の
上
部
で
は
、
完
〈
完
さ
、
〉
、
さ
軸
Ｖ
戸
一
、
〈
、
さ
下
部
で
は
逆
で
あ
る
。
Ｒ

の
変
化
方
向
に
つ
い
て
は

　
　
　
　
完
～
◎
↑
〉
、
１
１
内
十
↓
～
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
術
＠

で
あ
る
か
ら
、
完
１
１
◎
曲
線
は
図
３
の
よ
う
に
内
×
べ
く
◎
の
領
域
を
通
り
、
こ
の
右
側
で
は
、

で
あ
り
、
左
側
で
は
逆
で
あ
る
。

ＶＩ

労
働
供
給
の
制
約

＆
に
於
て
上
方
へ
の
不
均
衡
累
積
過
程
が
進
行
し
て
い
る
場
合
に
＆
内
に
於
て
上
方
過
程
が
反
転
し
、
下
方
へ
の
不
均
衡
累
積
過

　
　
景
気
循
環
の
一
モ
デ
ル
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
（
七
四
九
）

■



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
（
七
五
〇
）

程
に
突
入
す
る
場
合
も
生
じ
う
る
。
と
い
う
の
は
我
々
の
峯
◎
ま
－
で
は
資
本
家
の
基
礎
消
費
五
は
常
に
一
定
率
〃
で
増
加
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
上
（
下
）
方
へ
の
投
資
需
要
の
変
動
に
起
因
す
る
超
過
需
要
（
供
給
）
を
相
対
的
に
弱
め
安
定
化
の
作
用
を
及
ぼ
す
か

ら
で
あ
る
。
表
１
よ
り
仏
が
大
き
い
程
均
衡
点
は
安
定
的
に
な
り
や
す
く
、
又
、
鯛
が
成
立
し
均
衡
点
が
不
安
定
な
場
合
で
も
五
は

体
系
の
運
動
を
均
衡
点
の
周
囲
に
引
き
っ
げ
る
作
用
を
及
ぽ
す
の
で
あ
る
。

　
さ
て
こ
こ
で
は
体
系
に
お
げ
る
上
方
へ
の
浮
揚
力
が
五
の
安
定
化
作
用
を
上
回
り
、
上
方
へ
の
不
均
衡
累
積
過
程
が
ま
ず
完
全
雇

用
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
た
場
合
を
考
え
よ
う
。

　
我
々
の
モ
デ
ル
に
お
げ
る
資
本
家
の
主
要
な
行
動
態
度
は
投
資
態
度
と
供
給
態
度
で
あ
る
。
上
方
へ
の
不
均
衡
過
程
に
お
い
て
は
、

蓄
積
率
の
累
増
に
基
づ
く
超
過
需
要
に
よ
っ
て
利
潤
率
、
稼
動
率
が
上
昇
し
、
雇
用
が
急
増
し
て
労
働
供
給
の
制
約
に
直
面
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
資
本
家
の
（
強
気
の
）
行
動
態
度
と
し
て
は
、
実
現
利
潤
率
に
基
づ
く
望
ま
し
い
稼
動
率
～
（
、
）
（
↑
り
式
）

は
労
働
供
給
制
約
に
よ
っ
て
可
能
た
稼
動
率
込
に
取
替
え
ざ
る
を
得
な
い
が
（
～
Ｖ
戸
の
隈
り
で
）
、
投
資
行
動
を
労
働
制
約
に
よ
っ

て
変
更
さ
せ
る
理
由
は
な
く
、
○
っ
を
貫
徹
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
を
定
式
化
す
る
。

　
ま
ず
完
全
雇
用
の
成
立
よ
り

　
　
　
　
メ
ー
１
考
１
Ｉ
Ｎ
＆
声
　
　
但
し
～
Ｖ
戸
の
限
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§

で
あ
る
。
但
し
書
き
の
意
味
は
、
今
期
完
全
雇
用
に
制
約
さ
れ
た
と
し
て
も
次
期
に
～
が
込
を
下
回
れ
ぱ
完
全
雇
用
を
維
持
す
る
理

由
は
消
失
し
～
が
復
活
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
吻
よ
り

　
　
　
　
市
乏
〒
外
咋
－
争
島



　
　
．
・
．
戸
Ｈ
吋
暑
　
　
饒
川
メ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ
ｑ
と

と
な
る
。
均
衡
値
が
雇
用
制
約
を
受
げ
な
い
と
す
れ
ば
ｑ
功
よ
り

　
　
　
　
島
Ｖ
戸
＼
ぶ

が
成
り
立
つ
。
完
全
雇
用
に
制
約
さ
れ
た
体
系
品
は
、
い
、
側
、
岬
、
鰯
よ
り

ｐ
内
Ｈ
ｂ
（
■
暮
１
～
半
）

、
Ｈ
ミ
十
宍
完
）
１
内
く
◎

内
Ｈ
｛
ｑ
（
Ｈ
－
完
Ｎ
）
ｂ
１
Ｈ
盲

但
　
戸
く
～
（
、
）
一
由
Ｖ
オ
邑
冒

と
な
る
。
ら
の
運
動
を
調
べ
る
。

　
　
　
　
｛

　
　
　
　
内
１
１
０
１
－
十
、
１
１
戸
＼
吋

　
　
　
　
●

　
　
　
　
べ
Ｈ
◎
１
１
＋
内
…
§
十
～
（
完
）

的
を
考
慮
す
れ
ば

　
　
　
　
暑
１
１
戸
＼
ｂ
〈
昌
共

で
あ
る
。
又
、
Ｖ
～
で
完
全
雇
用
に
達
し
た
と
す
れ
ば
、

　
　
　
　
内
１
１
§
十
、
（
完
）
〈
ミ
十
、
（
完
共
）
”
内
共

で
あ
る
。
的
で
射
１
１
卸
と
す
れ
ば
的
を
考
慮
し
て

　
　
　
景
気
循
環
の
一
モ
デ
ル
（
北
野
）

墨８８

曾
）

三
九
（
七
五
一
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
（
七
五
二
）

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
五
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｘ
　
　
　
　
　
曳
暑
１
ｌ
ｑ
（
〒
戸
一
鳥
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
ｑ
（
Ｈ
１
局
半
Ｎ
）
軸
米
＼
べ
＊
１
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
運
１
１
（
～
１
享
）
暑
＼
恭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
　
　
　
　
　
　
　
１
１
祭
＼
享

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

肘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　
と
な
る
が
、
完
く
芦
で
あ
れ
ば
こ
の
不
等
号
は
一
層
強
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
完
全

－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凋
　
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
Ｏ
　
　
　
雇
用
に
到
達
し
た
時
の
実
質
賃
金
率
Ｒ
に
規
定
さ
れ
る
完
全
雇
用
経
路
暑
（
完
）
の
傾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
Ｒ
図
　
き
廼
註
は
祭
＼
享
よ
り
大
き
い
。
凡
に
お
い
て
Ｒ
が
低
下
す
れ
ぱ
暑
（
完
）
は
左
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
◎
巨
津
し
て
ゆ
く
◎
鼻
（
完
）
の
左
。
。
巨
津
の
限
界
は
Ｒ
の
下
限
で
あ
る
氏
目
巨
に
対
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
鼻
（
肉
８
旨
）
で
あ
る
。

次
に
ｅ
◎
よ
り
吋
１
１
◎
－
ｏ
・
～
１
１
～
の
軌
跡
を
求
め
る
。

　
　
　
　
池
１
１
◎
１
１
＋
い
１
１
§
十
六
完
）
１
灼
１
－
ｂ
（
曳
べ
１
助
＊
）
＼
内

　
　
．
・
．
も
民
べ
１
Ｉ
Ｉ
｛
兜
－
内
（
§
十
六
完
）
）
１
§
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竃

鷲
点
一
養
二
十
§
一
；
一
一
二
一
と
を
通
る
二
次
曲
線
で
あ
臭
の
低
下
と
芝
下
方
一
－
。
毒
し
、
そ
の
内
部
で
は

池
Ｖ
◎
一
外
部
で
は
池
く
◎
で
あ
る
。
以
上
よ
り
ら
に
お
げ
る
体
系
の
運
動
は
図
４
で
示
さ
れ
る
。

象
皇
一
切
替
わ
荏
当
初
忌
一
層
上
昇
し
て
ゆ
き
、
急
低
下
す
る
が
、
区
も
の
領
域
に
至
註
、
も
下
落
し
始

め
る
・
程
当
初
下
落
し
て
君
・
完
芸
の
制
約
に
至
婁
い
場
倉
は
、
芸
下
落
と
共
身
、
二
、
一
の
曲
線
も
下
方
一

移
動
し
て
ゆ
く
が
・
仮
定
よ
り
急
負
に
な
り
得
ず
、
従
一
て
し
曲
線
の
下
落
に
は
下
限
が
あ
る
の
で
、
下
落
し
て
き
た
内
、

Ｏ

Ｘ

目

■
Ｘ

１

）

Ｓ

Ｒ（

＊

Ｓ

、

宇

Ｎ

、

、

、
、

一
壽
ぺ
　
　
　
　
　
＼
陥
１
■
↑
　
　
り
！
＼
「
一

牛ホＸ

０

氾

＞

“
び

Ｒ

、

一

、

‘

、

　
　
、
ｇ
　
　
狐

）

駄
侭１

十
ｎ



べ
は
吋
１
１
◎
曲
線
の
内
側
に
入
る
。
そ
う
す
る
と
完
〉
ｏ
だ
か
ら
↓
１
－
◎
曲
線
は
上
昇
し
始
め
る
こ
と
も
あ
り
、
ぎ
内
が
暮
１
ｌ
ｏ

曲
線
以
下
の
領
域
に
入
り
、
北
は
増
加
に
転
じ
る
（
但
し
、
ｅ
◎
の
制
約
条
件
が
充
さ
れ
る
と
し
て
）
。

　
そ
こ
で
ら
の
切
替
条
件
を
検
討
し
よ
う
。
ま
ず
稼
動
率
に
っ
い
て
の
制
約
か
ら
始
め
る
。

　
　
　
　
お
↓
ミ
）
１
戸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竃

と
お
げ
ぱ
鯛
よ
り
鰯
は

　
　
　
　
杵
１
１
皐

　
　
　
　
ぎ
１
１
～
、
（
内
十
暮
）
　
　
３
，
Ｖ
◎

　
　
．
．
一
　
お
１
１
～
、
灼
十
（
３
，
１
由
）
暑

　
　
　
　
　
１
１
～
、
も
（
鴫
暑
－
戸
）
十
（
～
、
１
鴫
）
呉
ミ
十
六
完
）
１
内
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓬

と
な
る
。

　
、
Ｖ
～
の
場
合
を
考
え
る
と
、
胸
、
醐
よ
り

　
　
　
　
ミ
一
く
只
、
一
く
蚊
く
戸
台
但
八
～
　
　
　
　
　
．
　
　
霊

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
と
＊

で
あ
る
か
ら
～
Ｖ
〇
一
｝
〈
◎
の
領
域
で
は
お
〉
◎
で
あ
る
（
・
Ｖ
～
の
場
合
）
。
こ
の
領
域
内
で
、
〈
～
か
っ
亭
バ
射
と
な
っ
た
場

合
に
は
必
ず
お
１
１
０
と
な
り
サ
ー
１
３
す
な
わ
ち
＆
へ
切
替
わ
る
。
＆
で
は
、
〈
～
な
の
で
運
動
方
向
は
左
下
で
あ
り
、
ら
に
戻
る

こ
と
は
た
い
（
図
５
＠
）
。

　
～
〈
◎
一
｝
〈
ｏ
の
領
域
に
於
て
、
Ｖ
～
で
お
１
１
◎
と
な
る
場
合
は
あ
り
得
る
（
図
５
＠
）
。
鮒
で
§
十
六
馬
）
は
正
の
下
限
を
持
っ

　
　
　
　
景
気
循
環
の
一
モ
デ
ル
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
（
七
五
三
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
五
号
）

）ＲべＮ

）
．
ｍ

聰

ガ
一

　
　
　
　
◎

ｇ

１

◎
２Ｓ

ｌ
　
　
１

Ｃ

ゆ

ＳＳ

　
Ｓ

“
Ｘ

伽
Ｂーホ６

狐

）Ｒ（１＋ｎ

替切の島５図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
（
七
五
四
）

の
で
、
内
１
ー
ミ
十
宍
肉
）
の
時
第
一
項
は
負
故
内
Ｖ
ミ
十
宍
由
）
で
お
１
１
◎
と
な
り
＆
へ

切
替
る
（
図
５
◎
）
。

　
次
に
実
質
賃
金
率
の
制
約
に
つ
い
て
。
完
全
雇
用
経
路
ら
が
オ
昌
巨
に
も
制
約
さ
れ

た
場
合
（
図
５
◎
）
の
資
本
家
の
対
応
を
ど
う
想
定
す
れ
ば
よ
い
か
。
完
冒
巨
の
経
済
鮒

意
味
に
っ
い
て
は
Ｖ
節
で
扱
う
と
し
て
、
資
本
家
は
既
に
供
給
態
度
に
制
約
を
受
げ
て

い
る
の
に
留
ま
ら
ず
更
に
投
資
態
度
に
も
制
約
を
加
え
ら
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で

資
本
家
の
態
度
と
し
て
、
完
全
雇
用
と
完
葦
の
制
約
に
よ
っ
て
許
容
さ
れ
る
残
差
だ

げ
し
か
蓄
積
で
き
な
い
の
で
残
差
だ
げ
蓄
積
す
る
翁
１
－
筆
夢
△
３
の
隈
り
で
）
と
考
え

よ
う
。
そ
う
す
る
と
制
約
さ
れ
た
蓄
積
率
＆
は
偉
◎
よ
り

　
　
　
　
祭
１
１
｛
ｑ
（
Ｈ
１
完
冒
巨
Ｎ
）
饒
１
－
マ

と
な
る
。
鮒
は
図
５
の
≠
（
完
巨
目
）
直
線
で
あ
る
。
完
全
雇
用
と
完
冒
旨
と
で
制
約
さ
れ
た
体
系
品
は
ｅ
◎
、

蓼

鋤
よ
り§

■

と
な
る
。
ぎ
内
は
宗
（
完
邑
冒
）
直
線
上
を
低
下
し
て
ゆ
く
。
稼
動
率
、
利
潤
率
も
そ
れ
と
共
に
下
落
す
る
。

　
次
に
＆
の
制
約
条
件
に
つ
い
て
、
ま
ず
９
の
制
約
か
ら
検
討
し
よ
う
。
忘
…
讐
－
撃
と
お
き
、
＆
で
、
Ｈ
～

＆
と
す
れ
ば

に
対
応
す
る
ｇ
を



工

宇

替切と動運の亀６図

　
　
　
　
尽
（
撃
）
１
１
◎
１
夢
Ｖ
◎

　
　
　
　
尽
（
§
十
、
）
１
１
讐
Ｉ
ｏ
〈
◎

で
あ
り
、
尽
（
灼
）
一
は
ｇ
の
単
調
増
加
函
数
な
の
で
、

り
、
品
に
戻
る
こ
と
は
な
い
。

　
次
に
６
の
制
約
の
場
合
、
例
よ
り

　
　
　
　
お
…
亭
－
戸
１
１
～
、
（
内
十
暮
）
１
吋
べ

　
　
　
　
Ｈ
ｂ
（
助
、
舳
１
－
）
べ
　
　
暑
く
◎

ミ
十
Ｎ
〈
撃
く
撃

で
＆
か
ら
ら
に
切
替
わ

竃

で
あ
る
。
こ
こ
で

　
　
　
　
劃
１
１
、

を
考
慮
す
れ
ぼ
回
よ
り

　
　
　
　
－
Ｖ
助
、
ミ
吻
Ｈ
～
、
舳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竃
、

と
な
る
か
ら
お
Ｖ
◎
と
な
り
、
よ
っ
て
６
の
制
約
か
ら
＆
が
切
替
る
こ
と
は
な
い
。

　
　
　
　
Ｖ
　
実
質
賃
金
率
の
下
限
勾
孝
の
制
約

　
本
節
で
は
上
方
へ
の
不
均
衡
累
積
過
程
が
完
全
雇
用
の
制
約
に
至
る
前
に
完
冒
旨
の
制
約
に
直
面
し
た
場
合
の
体
系
の
運
動
を
検

　
　
注
－

討
す
る
。

　
　
注
－
　
上
方
不
均
衡
過
程
に
対
す
る
制
約
条
件
と
し
て
他
に
有
力
な
も
の
と
し
て
稼
動
率
６
の
上
限
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
へ
の
分
析
の

　
　
　
景
気
循
環
の
一
モ
デ
ル
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
（
七
五
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
（
七
五
六
）

　
　
　
　
拡
張
は
容
易
で
あ
る
。

　
ま
ず
完
昌
旨
の
経
済
的
意
味
に
っ
い
て
、
労
働
者
が
．
労
務
提
供
す
る
意
味
を
見
出
し
う
る
生
理
的
下
限
（
昌
葦
｝
易
等
古
典
派
的

に
）
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
実
質
賃
金
率
切
下
げ
に
対
す
る
労
働
者
側
か
ら
の
杜
会
的
低
抗
（
無
論
完
Ｖ
完
昌
；
で
も
生
じ
る

が
）
の
極
値
で
あ
り
、
そ
れ
未
満
へ
の
実
質
賃
金
率
の
切
下
げ
は
、
ス
ト
た
ど
の
労
務
提
供
拒
否
の
行
動
や
物
価
上
昇
に
却
時
に
追

随
す
る
無
際
限
の
賃
上
げ
、
あ
る
い
は
賃
金
物
価
上
昇
に
伴
う
政
治
不
安
の
招
来
な
ど
に
よ
っ
て
不
可
能
と
さ
れ
る
水
準
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
考
え
る
と
完
昌
巨
の
制
約
が
メ
の
そ
れ
よ
り
先
に
現
わ
れ
る
事
態
は
階
級
闘
争
に
お
げ
る
カ
関
係
次
第

で
現
実
的
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
も
っ
と
も
よ
り
現
実
的
に
は
完
昌
ヨ
の
水
準
は
雇
用
水
準
に
、
従
っ
て
暑
に
も
依
存
し
て

い
る
で
あ
ろ
う
が
。
こ
こ
で
は
卸
ぎ
未
満
の
賃
下
げ
は
不
可
能
で
あ
る
が
亀
昌
旨
の
ま
ま
の
雇
用
増
大
は
可
能
と
す
る
。

　
そ
う
す
る
と
ｏ
功
よ
り
ら
で
卸
旨
の
制
約
に
直
面
し
た
時
に
は

　
　
　
　
ｑ
（
Ｈ
Ｉ
弟
ザ
も
）
只
、
）
１
１
内
十
暑
１
－
、
　
　
州
１
－
ｑ
（
Ｈ
１
完
冒
も
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
．
．
、
１
－
只
オ
ー
１
完
邑
目
）
１
１
内
十
べ
　
　
“
Ｖ
～
　
　
　
　
　
　
　
　
§

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

約制でｈｍ
Ｒミ

合
カ
場

＆
た

　
れ

７図

と
な
る
。
こ
の
時
の
資
本
家
の
行
動
は
如
何
な
る
も
の
か
。
資
本
家
の
投
資
態
度
と
供
給

態
度
と
を
両
立
さ
せ
得
た
い
の
で
あ
る
か
ら
い
ず
れ
か
が
譲
歩
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
投

資
態
度
を
譲
歩
す
る
場
合
と
は
計
画
蓄
積
需
要
を
実
現
す
る
た
め
に
は
よ
り
高
い
利
潤
率

が
要
求
さ
れ
る
が
卸
旨
の
制
約
の
た
め
に
そ
の
要
求
が
実
現
さ
れ
ず
、
従
っ
て
稼
動
率

も
投
資
需
要
を
ま
か
な
う
程
に
は
上
昇
せ
ず
、
賃
金
・
物
価
の
・
・
亘
§
－
的
上
昇
に
よ
っ

て
計
画
蓄
積
率
を
実
現
さ
せ
え
な
い
と
い
う
場
合
な
ど
が
想
定
で
き
る
。
供
給
態
度
を
譲



歩
す
る
場
合
と
は
、
計
画
蓄
積
率
を
充
す
た
め
に
必
要
た
稼
動
率
水
準
を
達
成
す
る
に
．
は
そ
の
時
実
現
し
て
い
る
利
潤
率
水
準
で
は

低
す
ぎ
る
と
資
本
家
は
要
求
す
る
の
で
あ
る
が
、
計
画
蓄
積
率
の
実
現
を
優
先
さ
せ
て
供
給
態
度
を
譲
歩
さ
せ
る
場
合
で
あ
る
。
以

下
で
は
二
っ
の
場
合
に
分
げ
て
検
討
す
る
。

　
ｃ
○
　
供
給
態
度
を
堅
持
し
投
資
態
度
を
譲
歩
す
る
場
合
（
＆
）
。

　
ｅ
動
、
¢
ｏ
よ
り
＆
は

と
な
る
。
こ
れ
よ
り

　
　
　
　
と
１
ー
ミ
十
、
（
オ
昌
旨
）
十
べ
ー
“
〈
○

と
な
り
、
初
期
条
件
と
し
て
暑
く
ｏ
で
あ
り
か
つ
ミ
＼
ミ
Ｖ
Ｈ
だ
か
ら
兄
は
減
少
し
て
ゆ
く
。

ゆ
く
（
図
７
）
。
利
潤
率
、
稼
動
率
、
廃
棄
率
は
一
定
に
留
ま
る
。

　
＆
の
切
替
え
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
く
。

　
　
　
　
尽
１
１
筆
－
撃

　
　
　
　
　
１
１
も
（
只
“
）
１
戸
）
１
べ
（
“
１
§
－
宍
肉
邑
目
）
１
べ
）

　
　
　
　
　
１
１
，
１
（
刈
１
§
－
～
）
暑
十
ｂ
（
只
“
）
１
戸
）

　
　
　
　
ｂ
…
（
“
ー
ミ
ー
～
）
岬
－
ト
も
（
只
“
）
１
戸
）

　
　
　
景
気
循
環
の
一
モ
デ
ル
（
北
野
）

§

　
　
　
　
　
§

灼
１
１
、
－
べ
だ
か
ら
９
は
上
昇
し
て

四
五

　
　
婁

　
　
§

（
七
五
七
）



ｇ
一
ｍ

ｍＲべ
Ｎ
〃

■
’

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
五
号
）

、

、

ｘ
＼

。
一
箏

　
、
　
　
　
　
　
　
　
１

＼
　
　
　
　
１
１

一
宇

一
宇０Ｘ工Ｘ

替切の、８図

）２（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
（
七
五
八
）

と
お
げ
ば
、
ｂ
〈
◎
の
場
合
に
は
尽
Ｖ
◎
よ
り
＆
は
必
ず
＆
に
至
っ
て
切
替
わ
る
。
ｂ
Ｖ
◎
の

場
合
に
は
冬
１
１
◎
と
す
れ
ば
２
根
は

　
　
　
　
　
Ｈ

　
　
　
　
，
１
１
｝
（
下
き
１
～
）
片
＼
ｕ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重

と
な
る
。
２
根
の
大
き
い
方
を
伽
と
お
き
、
メ
（
昇
巨
）
曲
線
と
内
十
、
１
１
刈
と
の
交
点
の
北
座

標
を
灼
と
お
げ
ぽ
、
ぎ
Ｖ
ざ
な
ら
ば
＆
は
暑
（
完
目
む
に
到
達
以
前
に
＆
に
切
替
わ
る
。
李
Ｖ

ざ
な
ら
ば
＆
は
鼻
（
卸
旨
）
の
壁
に
至
る
ま
で
灼
十
べ
１
－
“
上
を
運
動
し
、
＆
に
切
替
わ
る
。

供
給
態
度
を
譲
歩
し
投
資
態
度
を
堅
持
す
る
場
合
（
＆
）
。

ｐ

鮒
の
第
一
式
は
６
の
決
定
式
で
あ
る
こ
と
、

靱
１
１
内
十
べ
１
１
、

〉暮
１
１
§
十
～
１
灼

内
１
１
も
（
～
１
戸
）

但
、
Ｖ
“
暑
く
ネ
の
隈
り
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
又
軋
の
制
約
条
件
が
、
Ｖ
“
で
あ
る
こ
と
に
注
意
。

一
只
併
ゴ

べ
１
１
◎
１
１
ｖ
内
１
ー
ミ
十
～

内
１
１
◎
↓
内
十
べ
１
１
割
半

～
〈
劉
￥
〈
“

§

鮒
を
整
理
し
て

　
　
　
　
§

　
　
　
　
§

§§



ｇ

０

ｘ一
宇

動運の島９図

次
に
＆
の
切
替
条
件
を
検
討
す
る
。

７
の
運
動
を
検
討
す
れ
ぼ
よ
い
。
鮒
、

ｒ
至
ぺ
；
一
内
叶
昌
土

こ
れ
よ
り
図
９
を
得
る
。
品
に
於
て
は

　
　
　
　
割
１
１
内
十
べ
１
１
，
Ｖ
劃
（
、
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§

で
あ
る
か
ら
実
現
利
潤
率
ヅ
は
戸
よ
り
も
大
き
く
、
か
っ
そ
の
利
潤
率
の
時
に
是
認
す
る
稼

動
率
～
（
、
）
よ
り
も
現
実
の
稼
動
率
６
の
方
が
大
き
い
の
で
あ
る
が
、
実
質
賃
金
率
Ｒ
は

完
葦
に
留
ま
っ
て
お
り
雇
用
は
増
大
し
て
い
る
。
又
、
供
給
態
度
が
要
求
以
上
に
供
給
す

る
と
い
う
移
の
譲
歩
を
行
っ
た
事
に
よ
り
投
資
の
基
準
た
る
稼
動
率
が
ら
に
お
げ
る
よ
り
も

高
く
な
る
か
ら
、
上
方
へ
の
不
均
衡
累
積
性
を
激
化
さ
せ
る
。

、
Ｖ
“
で
あ
る
限
り
供
給
態
度
只
、
）
を
譲
歩
さ
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
か
ら
軋
に
お
げ
る

岬
、
姻
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竃

で
あ
る
。

＊
川
と
Ｉ
ｂ
＼
舳

■
川
ｋ
Ｉ
（
ミ
十
～
十
ｂ
＼
伽
）

と
お
げ
ぱ

プ
。
↓
曽
ふ
万
「
一
王
・
空

で
あ
る
か
ら
、
、
１
１
◎
は
右
辺
の
定
数
項
の
符
号
に
応
じ
て
正
、
負
の
直
角
双
曲
線
と
な
る
。

割
＊
－
ミ
ー
～
）
を
通
る
。
以
上
よ
り
＆
の
運
動
の
仕
方
は
次
の
場
合
に
分
か
れ
る
。

　
　
　
景
気
循
環
の
一
モ
デ
ル
（
北
野
）

又
、
１
１
◎

は

竃
（
◎
－
割
￥
）
－
（
§
十
ト

四
七
（
七
五
九
）
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↓
１

●
宇

ｘ

、
～
＼

　
　
１
・
１
－
・
ｌ
ｌ
Ｉ
１
８
ｌ
ｌ
１
８
，
Ｌ
「
１

曲
　
　
・
　
・
ゴ

ツ
布
い
、

　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
、
、
　
ｙ
ヂ
Ｏ

　
ｇ
＼
、
、
　
、
一
＼
ｋ

－
宇

’
Ｓ

ーガ十ユ十皿

＊６ｓ

１
一

十皿

一
宇５／乃ホ６

、
一
Ｓ

○目

■
宇
．

）
一
ｍ

ｍＲぺＮ０畠

．
宇

ｇ

　
０

　
＜

　
○
宇

！
ｏ

　
ｏ
〃

　
”
〃

　
　
助
〃

Ｉ
Ｉ
Ｉ
も
－

　
　
＼

　
＼＼

＄

ハ
ー

０＝

■
宇

０〉
．
宇

ｘ

　
　
　
・
い

＼
、
メ

、
１

Ｓ
　
　
、

　
　
、「

＼
－
寸

　
く

＼
１

＼
　
　
イ

　
　
　
　
“
　
§
　
　
　
１
一

ア
　
　
　
　
　
６
／

　
　
　
　
葛
乃
　
　
十

　
　
　
　
　
十
　
　
ｎ

　
　
　
　
　
‘
人
一

　
　
　
　
　
十

　
　
　
　
　
ｎ

而
１＊６

一
Ｓ

一
Ｓ

／乃

＊曲＜

刃
一

十れ十声９
，

替切の品ｎ図

９
一
－
汀
い
一

＊曲＞

刃
一

十〃十声

８
一
　
・替切の

合

島
場

　
の

１
０図

四
八
（
七
六
〇
）

　
の
　
も
＼
伽
十
ミ
十
～
１
劉
＊
Ｖ
◎

こ
の
場
合
代
表
的
に
は
図
１
０
で
の
｛
↓
＆
へ
の
切
替
え
の
場
合
の
よ
う
に
、
＆
で

は
、
Ｖ
◎
だ
か
ら
＆
へ
反
転
せ
ず
暑
（
完
邑
。
）
に
至
り
＆
（
後
述
）
へ
切
替
わ
る
。
も

っ
と
も
７
が
劉
半
に
十
分
近
く
、
１
－
◎
曲
線
と
交
わ
る
場
合
に
は
、
当
初
、
Ｖ
◎
で

あ
っ
て
も
、
１
Ｉ
ｏ
曲
線
の
内
部
に
突
入
し
、
〈
◎
と
た
り
＆
へ
復
帰
す
る
場
合
も
あ

り
う
る
が
、
、
〈
◎
と
な
っ
て
も
ア
ヘ
至
る
以
前
に
再
度
、
ｕ
◎
曲
線
の
外
部
へ
出

て
、
以
後
暑
（
お
邑
目
）
へ
至
る
場
合
も
あ
り
う
る
。

　
ｏ
　
ｂ
＼
伽
十
§
十
Ｎ
Ｉ
割
米
く
◎

　
＆
か
ら
＆
へ
切
替
わ
る
場
合
は
図
ｕ
で
示
す
よ
う
に
当
初
、
Ｖ
◎
の
領
域
を
通
加
す
る
が
、

暑
（
ヵ
葦
）
の
制
約
に
至
ら
な
い
場
合
に
は
必
ず
、
〈
◎
の
領
域
に
突
入
す
る
。
ブ
が
７
に

至
れ
ば
＆
に
切
替
わ
る
が
そ
の
前
に
鼻
（
完
旨
）
の
制
約
を
受
け
れ
ぽ
＆
に
切
替
わ
る
。

　
以
上
よ
り
、
＆
に
於
て
声
ミ
し
が
よ
り
大
き
い
程
上
方
不
均
衡
累
積
が
強
く
≠
（
完
昌
旨
）

の
壁
へ
至
り
や
す
い
。
抑
戸
が
よ
り
大
き
い
と
逆
に
ら
に
反
転
し
や
す
い
。

　
次
に
＆
が
鼻
（
完
邑
目
）
の
制
約
を
受
げ
た
場
合
＆
の
運
動
を
検
討
し
よ
う
。
こ
の
場
合

の
運
動
方
程
式
は

霊



　
　
　
　
一
但
　
筆
Ｖ
祭
一
～
Ｖ
亭
（
、
）
（
－
ｏ
．
、
Ｖ
“
）

と
な
り
ら
と
同
様
≠
（
ヵ
邑
冒
）
直
線
上
を
下
落
し
て
ゆ
く
が
＆
と
の
差
異
は
～
以
上
の
６
が
実
現
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
完
昌
ヨ
の
制
約
に
対
し
て
供
給
態
度
を
譲
歩
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
蓄
積
態
度
を
貫
徹
さ
せ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
供

給
の
制
約
が
追
加
さ
れ
る
に
及
ん
で
蓄
積
態
度
も
貫
徹
さ
せ
え
な
く
な
っ
た
結
果
と
し
て
、
実
現
稼
動
率
は
要
求
稼
動
率
を
上
回
ら

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
場
合
の
運
動
の
仕
方
は
形
式
的
に
は
ら
と
同
じ
な
の
で
メ
（
オ
葦
）
直
線
上
を
下
落

ｇ

一
宇ホ宇

た
事
は
生
じ
な
い
（
鯛
、

替切と動運の＆
１
２図

鯛
よ
り
）
。

ｗ
景
気
の
　
底

す
る
。
切
替
条
件
に
っ
い
て
は
、
讐
（
、
Ｖ
～
）
Ｖ
◎
だ
か
ら
＆
が
ｇ
の
事
情
か
ら
切
替
わ
る

こ
と
は
な
く
、
　
ヅ
は
必
ず
ア
に
至
る
か
ら
６
の
制
約
が
は
ず
れ
て
＆
に
至
る
。
９
↓
９
へ

の
切
替
え
の
際
に
～
が
復
帰
す
る
の
で
、
＆
を
優
先
さ
せ
る
た
め
に
供
給
態
度
を
譲
歩
し
よ

う
と
し
て
も
、
＆
の
場
合
と
は
異
な
り
今
回
は
労
働
供
給
制
約
も
同
時
に
作
用
し
て
い
る
の

で
＆
を
実
現
し
え
ず
、
供
給
態
度
を
譲
歩
す
る
意
味
が
な
い
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
場
合
、

＆
で
６
制
約
が
先
に
破
れ
れ
ば
ｇ
優
先
、
６
譲
歩
が
再
復
活
し
う
る
が
、
実
際
に
は
そ
う
し

次
に
ら
に
於
る
下
方
へ
の
不
均
衡
累
積
過
程
は
、
下
方
過
程
の
初
期
値
と
体
系
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
組
合
せ
次
第
で
は
＆
の
内
部

で
自
律
的
に
反
転
し
う
る
（
図
２
参
照
）
。
こ
こ
で
は
下
方
過
程
が
粗
投
資
１
ｌ
ｏ
の
「
底
」
に
落
込
ん
だ
場
合
の
運
動
の
仕
方
を
検
討

　
　
　
景
気
循
環
の
一
モ
デ
ル
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
（
七
六
一
）



）
一
ｍ

ｍＲイＮ

ｇ

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
五
号
）

Ｘ
叶

０

替切と動運の斗
１
３図

す
る
。
こ
の
場
合
の
体
系
の
運
動
は
＠
¢
、
岬
よ
り

阜

で
決
定
さ
れ
る
。

　
　
　
い
Ｖ
◎

　
　
．
．
一
由
く
◎
一
～
Ｖ
◎
一
～
〈
◎

　
、
汁
１
１
◎
と
な
る
か
ら
ら
に
切
瞥
わ
る
。

ｑ
（
Ｈ
１
曽
）
只
、
）
１
１
べ
１
１
、

べ
１
ー
ミ
十
宍
完
）
Ｖ
◎

内
１
１
◎

但
讐
く
ｏ
の
限
り
で

　
こ
れ
よ
り

五
〇
（
七
六
二
）

雷蓼

と
な
る
。
駒
よ
り
６
は
や
が
て
～
に
至
り

　
　
　
　
Ｉ

　
　
　
　
ｗ
　
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
相
対
関
係

　
こ
れ
ま
で
は
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
相
対
的
大
小
関
係
に
つ
い
て
、
一
Ｈ
一
筆
く
８
＆
さ
９
卸
Ｖ
完
邑
し
ｏ
・
“
Ｖ
～
、
の
仮
定
を
お
い

て
い
た
。
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
仮
定
を
は
ず
し
た
場
合
の
体
系
の
運
動
を
検
討
す
る
。

　
（
Ｈ
）
灼
共
Ｍ
夕
ｑ
戸
Ｈ
～

　
こ
の
場
合
は
｝
彗
８
ｑ
〔
４
〕
の
£
（
”
琴
戸
）
〈
Ｐ
（
〃
穿
）
の
ケ
ー
ス
に
相
当
す
る
。
我
々
の
場
合
に
等
号
が
含
ま
れ
る
の
は

基
礎
消
費
』
（
◎
ｈ
ざ
）
を
ｓ
に
含
ま
せ
ず
に
扱
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
天
井
に
っ
い
て
、
完
暮
の
先
行
す
る
場
合
は
似
で
扱
う

の
で
凡
が
先
行
す
る
場
合
を
扱
う
。



）
．
ｍ

ｍＲ（
ＳＮ

ｇ

０

ｘ

合場の～〃が
＞
一

み
１
４図

≠
（
完
葦
）
直
線
と
と
１
１
０
曲
線
と
の
交
点
を

　
　
　
　
尽
（
内
。
。
）
…
讐
－
祭
Ｈ
筆
〉
○

で
あ
る
か
ら
鰯
も
考
慮
す
れ
ぼ
（
べ
。
。
一
簑
）
で
は
ら
に
留
ま
る
。
所
が
修
の
よ
り
北
は
篶
に
収
束
す
る
。
す
な
わ
ち

　
　
　
　
　
　
ミ
十
、

　
　
　
　
、
。
。
１
１
刎
吋
け
、
穿
１
１
§
十
Ｎ
〈
碧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竃

へ
体
系
は
収
束
す
る
。
こ
の
時
と
１
１
◎
と
灼
１
－
ｏ
と
の
位
置
関
係
よ
り

　
　
　
　
戸
１
１
（
ミ
十
Ｎ
）
射
＼
｝
吋
１
Ｈ
Ｖ
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§

　
　
　
　
“
１
１
（
ミ
十
～
）
伽
ｂ
＼
｝
ｂ
Ｉ
Ｈ
Ｖ
～

と
な
る
。

　
上
方
へ
の
不
均
衡
累
積
過
程
が
激
化
し
て
完
全
雇
用
と
実
質
賃
金
率
の
下
限
と
の
双
方
の
壁
に
制
約
さ
れ
た
場
合
に
・
資
本
家
は

　
　
　
景
気
循
環
の
一
モ
デ
ル
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
（
七
六
三
）

　
ら
に
つ
い
て
、
岬
よ
り

　
　
　
　
ざ
－
～
汀
〇
一
↓
・
干
～
Ｖ
０
０
と
く
Ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蒔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪

　
　
　
　
内
（
内
１
１
～
べ
１
Ｉ
ｏ
）
Ｈ
ｏ

と
な
る
か
ら
、
帥
、
臼
◎
よ
り
ユ
の
位
相
図
は
図
１
４
と
な
る
。
体
系
が
ら
の
（
、
さ
ｏ
）
か
ら

出
発
す
れ
ば
必
ず
完
全
雇
用
の
壁
に
制
約
さ
れ
ら
に
入
る
。
ら
で
上
方
の
浮
揚
力
が
弱
く
か

っ
メ
（
完
昌
む
の
天
井
が
十
分
高
い
の
で
≠
（
完
冒
旨
）
の
制
約
に
衝
突
し
な
い
場
合
に
は
ら

に
切
替
わ
り
以
後
循
環
運
動
を
行
う
。
メ
（
完
葦
）
に
制
約
さ
れ
て
＆
に
切
替
わ
っ
た
場
合
・

　
　
　
（
ぶ
一
象
）
と
す
れ
ぼ



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
（
七
六
四
）

両
制
約
の
許
容
す
る
限
度
内
で
蓄
積
、
供
給
を
行
う
が
、
穿
ｗ
８
戸
ｑ
の
場
合
に
は
こ
の
制
約
を
甘
受
し
た
ま
ま
天
井
を
は
っ
て
ゆ

き
・
結
局
蓄
積
率
、
利
潤
率
、
稼
動
率
な
ど
が
一
定
の
状
態
に
収
束
す
る
。
そ
こ
で
は
実
質
賃
金
率
が
そ
の
下
限
に
・
留
ま
っ
て
い

る
の
で
設
備
廃
棄
警
一
完
書
一
は
そ
の
均
衡
水
あ
吉
小
さ
く
、
従
つ
て
蓄
積
率
芝
の
均
衡
水
準
宝
り
も
小
さ
く
な
る
。
利

潤
率
、
稼
動
率
は
均
衡
水
準
を
上
回
っ
て
い
る
。
無
論
完
全
雇
用
が
持
続
し
て
い
る
。

　
似
　
実
質
賃
金
率
の
下
限
完
書
の
変
化

　
昂
冒
三
の
水
準
は
と
り
わ
け
階
級
闘
争
に
お
げ
る
カ
関
係
次
第
で
い
ろ
い
ろ
変
化
し
う
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
変
化
が
景
気

循
環
の
彫
態
に
い
か
な
る
変
化
を
及
ぽ
す
の
か
を
み
る
。
そ
の
為
、
オ
冒
ヨ
の
制
約
が
凡
の
制
約
よ
り
も
先
行
す
る
場
合
を
扱
う
。

　
何
よ
り
完
邑
冒
に
対
応
す
る
プ
を
戸
と
す
れ
ば
、
完
冒
旨
が
増
加
す
れ
ば
テ
は
減
少
す
る
（
逆
は
逆
）
。
一
プ
が
減
少
す
れ
ば
、
十
内
１
１
、

が
下
方
に
乙
・
巨
津
し
、
又
≠
（
局
邑
づ
）
直
線
の
傾
き
を
低
め
る
。
完
邑
箏
の
上
昇
（
“
Ｖ
、
・
の
範
囲
内
で
）
は
こ
の
双
方
よ
り
天
井
を

低
め
、
上
昇
過
程
と
天
井
滞
留
の
期
問
を
短
縮
さ
せ
る
。
下
方
過
程
、
底
に
つ
い
て
は
無
関
係
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刈
く
～
の
場
合
は
ど
う
か
。
ま
ず
底
斗
に
於
て
べ
Ｖ
◎
よ
り
北
が
．
ブ
ヘ
至
っ
て
箏
は
維
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

）
一
ｍ

ｍＲイＮ

果効の昇上
１
ｍｍ

Ｒ
１
５図

不
能
と
た
り
　
資
本
家
は
供
給
態
度
を
放
棄
せ
ざ
る
を
得
た
く
な
り
（
投
資
態
度
は
既
に
放
棄
し

て
い
る
の
で
）
＆
に
切
替
わ
る
。

」
ギ
・

　
↑

　
　
内
１
ｌ
ｏ

　
　
　
　
●

　
　
但
筆
く
◎

♂



Ｘ

合場の仙＜
一
プー

６図

　
勺
　
　
　
暮
＊

ー
も
＼
刎
　
勺
１
ｂ
＼
州

　
｝
　
ｂ
　
　
　
　
－

１
１
勺
１
１
勺
十
タ
ｂ
＼
り

　
　
　
吻

　
　
工

＆
で
は
兆
は
夢
Ｖ
～
に
至
っ
て
切
替
わ
る
。
＆
で
は
既
に
供
給
態
度
を
放
棄
し
て
い
る

か
ら
ら
へ
切
替
わ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
＆
に
切
替
わ
る
。
＆
の
運
動
を
検
討
し
て
お
く
。

ｋ
…
内
－
内
さ
Ｎ
川
べ
ー
タ
と
お
げ
ば
帥
、
¢
ａ
よ
り

　
　
　
　
．
　
ｂ

　
　
　
　
＋

　
　
　
　
せ
１
１
」
『
（
｝
十
～
）

　
　
　
　
　
　
勿

　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曾
一

　
　
　
　
Ｎ
１
ｌ
－
（
～
十
べ
糸
）
ｋ

具
勺
）
”

一
宇

合場の
みく

一
７

＜々
１
７図

景
気
循
環
の
一
モ
デ
ル

と
な
り
、
前
出
の
定
理
。
。
．
岬
よ
り
均
衡
点
の
安
定
性
は
値
カ
の
一
次
頃
の
特
性
方
程
式
の
根
に

依
存
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§

　
二
っ
の
特
性
根
の
実
部
は
共
に
正
な
の
で
¢
カ
の
均
衡
点
は
不
安
定
で
あ
る
か
ら
、
（
割
さ
Ｏ
）
か

　
ら
出
発
し
た
点
が
ら
の
均
衡
点
に
収
束
す
る
こ
と
は
な
い
。
以
後
は
同
じ
。

　
　
最
後
に
筆
Ｍ
吻
も
ち
の
場
合
を
検
討
し
て
お
く
。
“
Ｖ
～
の
場
合
は
図
１
４
と
同
じ
で
あ
り
、

　
メ
（
完
葦
）
に
衝
突
す
れ
ば
（
夢
ぶ
）
に
収
束
す
る
。
刈
く
～
の
時
も
同
様
で
あ
り
＆
の
領
域
を

　
通
る
。
～
〈
“
〈
祭
の
場
合
に
は
図
１
７
の
示
す
よ
う
に
メ
（
完
邑
箏
）
直
線
上
を
（
灼
。
。
一
ぶ
）
へ
下

（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
（
七
六
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
（
七
六
六
）

方
か
ら
収
束
す
る
ヶ
ー
ス
が
生
じ
う
る
。
（
夢
ぶ
）
へ
収
束
す
る
ヶ
ー
ス
と
は
、
資
本
家
の
供
給
態
度
と
投
資
態
度
と
が
共
に
制

約
ぎ
れ
譲
歩
さ
れ
た
結
果
、
十
分
高
い
実
質
賃
金
率
の
下
限
と
完
全
雇
用
の
持
続
と
が
両
立
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

　
　
　
　
１

　
　
　
　
１
１
　
ま
　
　
と
　
　
め

　
　
　
　
Ｖ

　
以
上
我
々
は
完
結
し
た
景
気
循
環
峯
◎
ま
Ｈ
を
構
成
し
、
体
系
の
運
動
の
仕
方
を
検
討
し
て
き
た
。
ま
ず
景
気
の
諸
局
面
を
表
わ

す
各
ｃ
○
壱
ａ
昌
の
一
覧
と
そ
れ
ら
の
相
互
関
係
を
示
し
て
お
こ
う
（
次
頁
の
表
）
。

　
各
Ｃ
０
壱
試
昌
の
特
徴
は
制
約
条
件
と
そ
れ
に
対
す
る
資
本
家
の
行
動
の
仕
方
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
制
約
条
件
と
し
て
は
、
労
働

供
給
凡
、
実
質
賃
金
率
の
下
限
完
邑
、
粗
投
資
Ｈ
ｖ
◎
が
あ
る
。
企
業
の
態
度
に
は
投
資
態
度
と
供
給
態
度
が
あ
る
が
、
そ
れ
に

っ
い
て
企
業
の
要
求
す
る
態
度
一
筆
一
亭
と
制
約
さ
れ
た
態
度
筆
戸
、
実
現
し
た
態
度
讐
～
と
が
区
分
さ
れ
ね
ぱ
だ
ら
な
い
。

　
以
上
の
検
討
に
よ
り
得
ら
れ
た
主
な
結
論
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。

　
○
Ｄ
　
我
々
の
モ
デ
ル
の
均
衡
状
態
に
お
い
て
は
、
蓄
積
率
、
稼
動
率
、
廃
棄
率
、
利
潤
率
、
実
質
賃
金
率
、
貯
蓄
率
、
失
業
率
は

す
ぺ
て
一
定
か
っ
唯
一
で
あ
る
。
均
衡
経
路
の
安
定
性
は
条
件
幽
に
依
存
す
る
が
、
安
定
と
な
る
場
合
の
経
済
的
意
味
は
次
の
よ
う

で
あ
る
（
不
安
定
の
場
合
は
逆
）
。
た
と
え
ば
超
過
需
要
に
対
応
し
た
稼
動
率
の
引
上
げ
に
際
し
て
企
業
の
供
給
態
度
が
厳
し
く
て
実

質
賃
金
率
を
相
当
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
超
過
需
要
の
一
部
を
相
殺
し
、
か
つ
実
質
賃
金
率
の
相
当
の
低
下
に
対
す
る
設
備
廃
棄

率
の
こ
れ
ま
た
相
当
感
応
的
な
低
下
に
よ
っ
て
供
給
量
を
増
大
さ
せ
、
当
初
の
超
過
需
要
の
程
度
を
縮
小
さ
せ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　
の
　
上
方
へ
の
不
均
衡
過
程
（
好
況
）
に
お
い
て
は
蓄
積
率
は
累
増
し
て
ゆ
く
が
、
不
均
衡
累
積
の
程
度
が
弱
い
と
当
初
上
昇
し

て
い
っ
た
利
潤
率
、
稼
動
率
、
減
少
し
て
い
た
実
質
賃
金
率
、
廃
棄
率
、
失
業
率
た
ど
の
運
動
も
逆
転
す
る
場
合
が
あ
り
う
る
（
不
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程過

＄
天
井
一
脆
一

一
３
ザ
天

各
上

斗

」
÷

↓
底

曳

況
に
お
い
て
は
逆
）
。

　
ゆ
　
不
均
衡
累
積
力
が
弱
い
場
合
に
は
我
々
の
設

定
し
た
完
全
雇
用
、
実
質
賃
金
率
の
下
限
、
非
負
の

粗
投
資
な
ど
の
制
約
に
低
触
す
る
こ
と
な
く
景
気
循

環
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
う
る
。
こ
の
事
態
の
生
じ

る
経
済
的
理
由
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
我
々
の
モ
デ

ル
で
は
投
資
関
数
が
不
均
衡
累
積
化
要
因
と
し
て
作

用
を
及
ぽ
し
て
い
る
が
、
他
方
資
本
家
の
基
礎
消
費

は
そ
れ
が
一
定
率
で
増
加
す
る
と
仮
定
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
需
要
側
に
お
げ
る
安
定
化
要
因
と
し
て
作
用

し
・
後
者
の
作
用
力
が
前
者
の
そ
れ
を
凌
駕
し
た
場
合
に
は
均
衡
点
自
体
は
不
安
定
で
あ
っ

て
も
そ
の
周
辺
で
循
環
運
動
（
－
邑
；
着
－
ｏ
）
を
行
う
の
で
あ
る
。

↑
○
上
方
過
程
が
制
約
条
件
に
衝
突
し
た
時
長
本
家
の
行
動
の
仕
方
が
い
か
に
変
化
す
る
か
に
応
じ
て
景
気
循
環
の
形
態
上
の

変
化
が
生
じ
る
・
我
々
の
想
定
し
た
各
種
の
制
約
条
件
と
資
本
の
対
応
の
仕
方
、
又
各
運
動
・
。
・
の
一
。
昌
の
相
互
関
連
は
右
の
一
覧

表
で
示
し
ち
こ
こ
で
天
井
隻
げ
る
そ
の
一
例
を
示
す
。
上
方
一
の
不
均
衡
累
積
過
程
象
実
質
賃
金
率
の
上
限
タ
、
し
制
約

さ
れ
た
時
・
蓄
積
態
度
を
優
先
さ
せ
る
た
め
湊
給
態
髪
譲
歩
さ
せ
て
要
求
量
以
上
の
供
給
を
行
う
局
面
き
入
る
。
不
均
衡
は

一
層
累
積
す
る
こ
志
よ
一
て
や
が
て
完
全
雇
用
の
制
約
蓋
加
さ
れ
る
こ
と
に
ょ
つ
て
投
資
態
度
も
譲
歩
芸
る
を
得
ず
、
可
能
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立
命
館
経
済
学
一
第
二
十
六
巻
・
第
五
号
一
　
　
　
　
　
　
，
　
五
六
一
七
六
八
一

な
馨
量
だ
げ
に
制
約
さ
れ
る
局
面
き
入
る
。
利
潤
率
が
低
下
し
て
ゆ
き
、
他
方
完
全
雇
用
の
制
約
の
結
果
・
要
求
以
上
の
供
給

を
行
う
代
り
に
要
求
以
下
に
供
給
を
制
約
さ
れ
る
局
面
さ
入
る
。
稼
動
率
の
一
層
の
低
下
に
伴
一
て
要
求
蓄
積
率
産
下
し
て
ゆ

き
、
要
求
蓄
積
態
度
が
復
活
す
る
局
面
着
入
る
。
毫
蓄
積
率
、
稼
動
率
が
低
下
し
て
ゆ
き
、
要
求
供
給
態
度
嘉
活
し
天
井
か

ら
下
方
不
均
衡
累
積
過
程
ら
に
移
行
す
る
。

旬
景
気
の
底
で
は
粗
投
資
が
零
と
書
、
需
萎
目
と
し
て
は
、
資
本
家
の
譲
消
費
と
そ
れ
を
供
給
す
る
の
に
必
要
と
な
る

雇
用
に
伴
う
労
働
者
の
消
費
需
要
だ
げ
と
な
る
。
供
給
側
で
は
新
警
に
よ
る
追
撰
給
能
力
増
簑
く
・
高
い
実
質
賃
金
率
水
準

に
伴
う
高
い
廃
棄
率
で
設
備
は
減
少
し
て
ゆ
き
、
需
給
両
票
ら
残
存
設
備
の
稼
動
率
は
上
昇
し
、
や
が
て
自
生
的
投
資
の
生
じ
る

＆
へ
復
帰
す
る
。

ゆ
灼
半
ｖ
り
一
、
♂
場
倉
は
一
完
全
雇
用
と
実
質
賃
金
率
の
下
限
の
両
制
約
に
衝
突
し
て
嚢
・
供
給
の
両
態
度
が
芝
制
約

さ
れ
た
妻
蓄
積
率
、
稼
動
率
、
利
潤
率
、
貯
蓄
率
が
一
定
の
状
態
一
収
束
す
る
場
合
が
生
じ
る
・
す
な
わ
ち
完
全
雇
用
・
実
質
賃

金
率
の
下
隈
の
両
天
井
に
は
り
つ
い
た
妻
下
方
へ
の
反
転
が
生
じ
な
い
ヶ
－
ス
で
膏
、
こ
れ
竺
§
・
一
３
一
一
４
一
に
お
い

て
Ｐ
Ｖ
３
で
超
過
需
要
イ
ン
フ
レ
の
支
配
的
な
局
面
に
相
当
す
る
・

ｃ
つ
実
質
賃
金
率
の
下
隈
の
水
準
の
効
果
に
っ
い
て
、
こ
れ
が
高
い
程
天
井
は
低
く
上
昇
局
面
は
短
縮
さ
れ
る
・
こ
蒙
相
当
高

く
、
１
そ
れ
に
対
応
す
る
利
潤
率
．
ヅ
が
正
常
利
潤
率
よ
り
産
く
奮
ざ
る
を
得
な
い
場
合
に
は
、
景
気
の
底
簑
い
て
す
る
要
求
量

以
上
の
供
給
を
資
本
家
は
強
制
さ
れ
、
更
に
弓
冬
一
と
差
つ
て
お
れ
ば
資
本
家
の
警
・
供
給
の
両
行
動
態
度
が
共
に
制

約
さ
れ
、
相
当
局
い
実
質
賃
金
率
の
下
限
と
完
全
雇
用
と
が
両
立
し
持
続
す
る
局
面
が
現
わ
れ
う
る
・
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